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　Gd-EOB-DTPA（EOB・プリモビスト：
バイエル薬品）は，国内初の肝細胞特異
性を有するMR造影剤である。ダイナミッ
クスタディによる血流診断が可能な上，
肝細胞造影相と呼ばれる投与後20分以降
での遅延相で，肝細胞に特異的に取り込
まれ，腫瘍検出能を向上させる。発売後
1年半が経過し，その有用性や問題点が
報告されてきている。
　本稿では，当院における撮像法と工夫，
そして主な対象疾患である肝細胞がん
（hepatocellular�carcinoma：HCC）を中
心にその有用性や問題点について概説する。

当院でのEOB・
プリモビスト造影MRI
の撮像法と工夫

　当院では，シーメンス社製1.5T MRI
「MAGNETOM Avanto」を使用してい
る。また，1年ほど前から32chボディア
レイコイルを使用し，空間分解能の向上，
さらには時間分解能の向上を得ている。
EOB・プリモビスト造影MRIにおいては，
検査時間の短縮が重要な課題であった
が，現在当院では，造影剤投与後にT2

強調像，拡散強調画像を撮像すること
により，撮像時間の短縮を図っている1）。
われわれの初期の検討では，造影後に
T2強調像や拡散強調画像を撮像しても，
HCCの診断に関しては影響が少ないこと
を確認している（図1）。
　撮像の手順は，単純MRIのT1強調
像のin-phaseおよびopposed-phaseを
撮像した後，直ちにダイナミックスタディ
を行い，肝細胞造影相を撮像するまで
の間にT2強調像，拡散強調画像を撮
像している。ダイナミックスタディおよ
び肝細胞造影相は，空間分解能に優れ
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